殿
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「消費税に頼らず社会保障財源を捻出し、一律５％減税とインボイス廃止を求める意見書」を政府に送付することを求める請願書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　請願者　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
紹介議員　　　　　　　　　　　　　
　　　　　
【請願（陳情）趣旨】
[bookmark: _Hlk239421638]消費税は社会保障のためと言われてきましたが、実際は大企業・富裕層への減税の穴埋めに使われてきました。社会保障の拡充に必要な財源について税金の専門家は、消費税を廃止しても、大企業や富裕層の負担を軽くする不公平な税制を是正することで捻出できると試算しています。
深刻さを増す物価高への対策や災害被災者支援が緊急に求められる中、政府案の「飲食料品のみ、２年間限定」という消費税減税では極めて不十分です。減税のための財源はあいまいで、３段階の税率や制度の複雑化による新たな混乱も危惧されます。
最悪の不公平税制である消費税は廃止をめざすべきであり、税率を一律５％以下に引き下げれば、政府が主張するインボイス制度導入の根拠もなくなります。
以上の趣旨から、次のことを請願します。

【請願事項】
１、大企業・富裕層を優遇する不公平な税制を正して、社会保障財源を捻出すること。
２、消費税減税は対象品目と期間を限定せず、一律５％以下にすること。
３、インボイス制度を廃止すること。

＜意見書＞
内閣総理大臣　高市早苗殿

「消費税に頼らず社会保障財源を捻出し
一律５％減税とインボイス廃止を求める意見書」

消費税は社会保障のためと言われてきましたが、実際は大企業・富裕層への減税の穴埋めに使われてきました。社会保障の拡充に必要な財源について税金の専門家は、消費税を廃止しても、大企業や富裕層の負担を軽くする不公平な税制を是正することで捻出できると試算しています。
深刻さを増す物価高への対策や災害被災者支援が緊急に求められる中、「飲食料品のみ、２年間限定」という消費税減税では極めて不十分です。減税のための財源はあいまいで、３段階の税率や制度の複雑化による新たな混乱も危惧されます。
[bookmark: _GoBack]最悪の不公平税制である消費税は廃止をめざすべきであり、税率を一律５％以下に引き下げれば、政府が主張するインボイス制度導入の根拠もなくなります。
私たちは、住民のくらし、地域経済、地方自治体に深刻な打撃を与える消費税を一律5％以下へ引き下げ、インボイスを廃止することを強く求めます。
以上、地方自治法99条の規定にもとづき、意見書を提出します。
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